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�２月15日～３月15日（火）<全５回>８
時50分～16時　�56㎞ の縦走路を５回
に分けて歩く　�500円（交通費別）　�
２月７日（月）までに右記へ　�らくらく
会・近藤（�・�23-2153）

�������
�２月16日（水）10時～12時　�図書館
�一般成人　�折り紙・はさみ・のり　�
段谷（�34-2546）

�������	
��
����
�２月17日（木）13時30分～16時　�①助
成金申請・獲得のノウハウ講座②個別の
助成金制度紹介③個別相談会<要予約>
�500円（資料代）　�＆�＆�あしや市
民活動センター・藤原（�26-6452）

�������	
���
�２月18日（金）９時30分～　�大原集会
所　�専門家による大切な相続の話　�
20人<要予約>　�＆�相続相談センター
（�0120-640-339）

�������	
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�２月19日（土）９時30分～11時　�保健
福祉センター　�男性60歳・女性55歳以
上の独身のかた　�杉本（�22-6333）

���������	�
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�２月19日（土）14時～16時　�市民セン
ター料理室　�16人　�エプロン・タオ
ル・持ち帰り用容器等　�1,000円　�＆
�あしやエコクラブ・岩野（�・�23-1350）

�������	
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�２月20日（日）10時～16時　�中央公園
内梅林周辺〈臨時休息所〉　�先着100人
に特製甘酒を提供　�芦屋梅の会・高橋
（�/�38-0981）

��������	
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�２月20日（日）14時～16時　�市民セン
ター 401室　�児童虐待防止のために母
親だからこそできることを考える　�＆
�さんぴぃす（�22-8896）

�������	
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��
�２月26日（土）18時30分（18時開場）　�タ
ルティーニ「悪魔のトリル」/ブラームス・
シューベルトほか　�田尻洋一（ピアノ）・渡
部基一（バイオリン）・長明康郎（チェロ）　
�3,000円（ペ ア5,800円）/当 日3,500円　�
＆�＆�セイドー外国語学院（�22-9452）
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�３月３日（木）７時50分～　�ＪＲ芦屋
駅南口集合→瓜生羅漢石仏→相生・赤穂
塩の国・坂越　�50人　�6,000円　�＆
�角野（�090-8825-1292）
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�３月13日（日）10時～16時（荒天中止）
�大桝公園　�プチブース（14店舗）3,000
円・一般ブース（43店舗）4,000円　�下記
ホームページより申請書をダウンロード
し、２月18日（金）までに右記へ　�芦屋
市民まつり協議会（�35-0871）
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�①２月２日～11日②13日～17日③２月
19日～３月３日（９時～17時※最終日は15
時まで）　�①スケッチ水彩画と絵手紙グ
ループ展②木工房“みち”作品展③百歳の
肖像　�＆�あしや喜楽苑（�34-9287）

�������	
�
�２月２日・9日・23日（水）10時～12時
�図書館　�作品の制作・人形劇の練習
�ぷりん・岡山（�31-6801）

�������	
��
�
�２月２日・９日・16日・23日（水）10時～13時
�＆�ワークホームつつじ・福田（�22-7044）

�������	�
��
�
�＆�①２月３日（木）10時～17時・恵方
巻きを食べて豆まき②２月10日（木）13時
30分～14時30分・楽しく川柳　�②成人
�②100円　�＆�浜風の家（�35-5700）

�������	
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���
�
�２月５日（土）14時～　�上宮川文化セ
ンターホール　�150人（託児あり・要予
約）　�500円　�＆�九条の会・片岡（�
090-7118-2312）

�������	�
�２月６日（日）８時20分～　�阪急芦屋
川駅北→阪急御影→凌雲台→百聞滝→有
馬温泉　�400円（交通費別）　�弁当・雨
具・水分・防寒具・簡易アイゼン等　�＆
�登山会・相塲（�32-0628）

�������	
��
�
�①２月10日（木）10時～12時②13時～16
時　�あしや市民活動センター　�＆�
①子育て・孫育て講座/500円②知って得
する心理学/700円　�＆�夢パワー企
画・岡部（�22-7838）

��������	
�
�２月12日（土）13時～15時　�あしや市民活
動センター　�当事者の仲間作り　�200
円　�＆�きぼうの会・三浦（�・�34-0550）

�������	
��
��
�２月12日（土）14時～16時　�保健福祉
センター　�私は「こどもの赤ちゃん」に
なりたくない？ 　�40人<要予約>　�
２月９日（水）までに右記へ　�わ・わ・
わ・三の輪グループ・木村（�22-0827）

���������	
�������
�２月12日（土）16時30分～（16時開場）
�君といつまでも/ アモール/ アマポー
ラほか　�ラテン歌手・赤穂美紀　�
2,000円（40人限定・全席自由）　�＆�＆
�セイドー外国語学院（�22-9452）

�������	
��
�２月13日（日）13時30分～　�富田砕花
旧居　�500円（資料代等）　�＆�角野
（�090-8825-1292）
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芦
屋
青
年
会
議
所（
芦
屋
Ｊ
Ｃ
）は
、芦
屋
市
ま
た

は
そ
の
近
郊
の
二
十
〜
四
十
歳
の
青
年
経
済
人
を
会

員
と
し
て
、「
修
練
」「
奉
仕
」「
友
情
」の
三
信
条
の
も

と
、「
明
る
い
豊
か
な
社
会
」の
実
現
を
目
指
し
て
活

動
す
る
経
済
団
体
で
す
。

　

昨
年
十
一
月
二
十
日
、地
域
へ
の
貢
献
の
一
助
と

し
て
、そ
の
メ
ン
バ
ー
十
六
人
で
芦
屋
の
最
南
端
・
南

緑
地
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

大
阪
湾
に
臨
む
南
緑
地
で
は
、現
在
、多
く
の
人
が

自
然
発
生
的
に
集
ま
っ
て
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、こ
う
し
た
釣
り
人
た
ち
の
残
し
た
ご
み

を
収
集
す
る
と
と
も
に
、携
帯
灰
皿
と
ご
み
袋
を
配

付
し
、ご
み
を
持
ち
帰
る
よ
う
に
啓
発
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
収
集
し
た
ご
み

は
、一
時
間
余
り
の
活
動

で
燃
え
る
ご
み
が
十
袋
・

燃
え
な
い
ご
み
は
三
袋
に

も
な
り
ま
し
た
。今
後
は
、

利
用
す
る
一
人
ひ
と
り
の

人
が
ま
ち
の
美
化
を
心
掛

け
、「
そ
の
想
い
を
か
た

ち
」に
し
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
も
の
と
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

�������	
��
��������
�������	
��
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


���

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

　

阿
保
親
王
塚
古
墳
や
金
津
山
古
墳
、打
出
小

槌
古
墳
な
ど
が
築
造
さ
れ
た
市
街
地
東
部
の
翠

ケ
丘
台
地
に
は
、、小
円
墳
や
小
方
墳
な
ど
も
存

在
し
た
よ
う
で
、広
い
範
囲
か
ら
埴
輪
や
須
恵

器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

阪
神
電
鉄
沿
線
の
南
側
、若
宮
町
の
一
帯
に

も
古
墳
が
築
造
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、こ
れ
ま
で

に
も 
葺
石 
や
円
筒
埴
輪
が
各
所
で
見
つ
か
っ
て

ふ
き
い
し

い
ま
す
。今
回
、発
掘
調
査
を
行
っ
た
若
宮
遺
跡

の
一
角
か
ら
は
、大
形
の
古
墳
の
周
濠
が
発
見

さ
れ
、「
若
宮
古
墳
」が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

周
濠
堆
積
土
か
ら
は
、壷
や
器
台
な
ど
五
世

紀
後
半
ご
ろ
の
須
恵
器
が
出
土
し
、多
様
な
形

象
埴
輪
と
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
見
る
と
、前
方

後
円
墳
の 
造
出 
し
付
近
の
様
相
で
あ
る
こ
と
が

つ
く
り
だ

分
か
り
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
調
査
地
か
ら
は
、

驚
く
こ
と
に
七
世
紀
の
大
和
・
法
隆
寺
様
式
の

 
軒  
平
瓦
 が
出
土
し
ま
し
た
。摂
津
地
方
で
は

の
き 
ひ
ら
が
わ
ら

大
変
類
例
の
少
な
い
瓦
で
、ち
ょ
う
ど
中
心
飾

か
ら
端
部
ま
で
の
お
よ
そ
半
分
の 
瓦
当 
文
様
が

が
と
う

確
認
で
き
ま
し
た（
図
・
上
）

　

類
似
の
瓦
は
、芦
屋
川
西
岸
の
芦
屋
廃
寺
跡

か
ら
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
の
で（
図
・
下
）、強
い

関
連
性
が
う
か
が
え
ま
す
が
、本
例
は
宮
川
水

系
の
遺
跡
か
ら
の
出
土
で
、海
岸
部
で
も
あ
り
、

非
常
に
珍
し
く
、新
し
い
古
墳
の
発
見
と
と
も

に
、歴
史
的
な
意
義
の
大
変
高
い
も
の
で
す
。

　

芦
屋
市
域
に
は
、 倭

名

類

聚

抄
 （
平
安

わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
う
し
ょ
う

時
代
）に
登
場
す
る 
葦
屋
郷 
と 
賀
美
郷 
の
二
つ

あ
し
や
ご
う 

か
み
ご
う

の
郷（
か
つ
て
の
里
）が
存
在
し
ま
し
た
。

　

葦
屋
郷
の
本
拠
が
芦
屋
川
扇
状
地
の
西
側
に

展
開
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
考
古
学
資
料
の
裏

付
け
が
得
ら
れ
て
お
り
、
奈
良
・
平
安
時
代
の

遺
跡
も
豊
富
で
す
。

　

一
方
、
そ
の
東
方
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
賀
美

郷
に
つ
い
て
は
、
宮
川
左
岸
の
翠
ケ
丘
台
地
上

に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
八
世
紀

を
中
心
と
す
る
土
器
の
分
布
以
外
に
そ
の
中
心

地
が
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
調
査
に
よ
り
、古
代 
白
鳳
 期
の
瓦
が

は
く
ほ
う

初
め
て
出
土
し
、
別
の
寺
院
や 
官
衙 
施
設
の
存

か
ん
が

在
が
想
定
で
き
、
新
た
な
古
代
遺
跡
の
展
開
や

共
通
す
る
瓦
の
分
布
か
ら
み
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
な
ど
か
ら
、
地
域
の
成
り
立
ち
に
関
わ

る
中
央
官
寺
と
の
結
び
付
き
の
実
態
が
に
わ
か

に
浮
上
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
翠
ケ
丘
台
地
の
最
南
端
・
若
宮
町

周
辺
か
ら
光

を
放
ち
始
め

た
歴
史
情
報

を
こ
こ
に
紹

介
し
、
今
後

の
調
査
・
研

究
の
成
果
を

待
つ
こ
と
に

し
た
い
と
思

い
ま
す
。　
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